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2019年 8月に行なわれた第 2チャレンジにおいて，第 51回国際物理オリンピック (IPhO)2020

リトアニア大会の日本代表候補者 12名を選出した．その後，9/21～23に軽井沢で秋合宿，12/20

～23に東京都八王子市で冬合宿をおこない，さらに通信添削により研修をおこなった．3月末に
春合宿をおこなう予定であったが，新型コロナウイルス感染症 (COVID-19)の拡大により中止し，
実験および理論の試験のみをおこなって日本代表 5名を選出した．
しかしながら，COVID-19の世界的な感染拡大のため、IPhO2020は 1年延期されて 2021年 7月

17日～25日にリトアニアの首都ビリニュスで行なわれる予定に変更され，その後の大会も 1年ず
つ遅らせることが発表された．今年の代表は来年の大会に出場することができないため一旦研修
は中止されたが，第 4回のヨーロッパ物理オリンピック (EuPhO)2020が 7/20～26の予定で，オン
ラインで行なわれることとなり，ヨーロッパ外の国のゲスト参加が拡充されたため，日本も参加
を申し込むこととなり，研修が再開された．試験は 7/21と 7/22のグリニッジ標準時の 9時～14時
（日本時間 18時～23時）に行なわれる予定である．公平性を確保するために試験の 2，3時間前に
問題が送付され，部屋の様子をヨーロッパから監視できるようにした上でヨーロッパと同時に試
験をおこない，終了後はそのまま監視下で解答のスキャンと送信をおこなうことが求められてお
り，それに対応可能で，三密も避けられる部屋の確保などの準備も進めている．理論試験だけでな
く実験試験も遠隔で行なわれる予定であり，それらの様子や結果についても発表する予定である．
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